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一人ひとりが小諸の魅力に気づき、
心ひとつに汗を流せば、

必ずや小諸に元気と誇りを取り戻すことができる。

小諸市長 小 泉　俊 博

小
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先
人
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が
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恵
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れ
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か
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い
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史
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け
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。
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小
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必
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。
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よ
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小
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取
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必
ず
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が
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す
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る
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。
私
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の
一
員
と
し
て
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た
、
市
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び
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の
先
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に
立
ち
、
今
後
も
全
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で
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

引
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に
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す
よ
う
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ら
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、
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政
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と
し
ま
す
。

生活基盤の整備 複合型中心拠点誘導施設基本計画に基づき整備を進めるとともに、公共交通システムの拡充に向けた検討
を行い、市内全域でメリットのある利便性の高い都市づくりを進める。併せて市道の整備・維持補修も行う。

長期学校改築計画 「小諸市学校改築・再編基本方針」を踏まえ、学校教育審議会で検討を進め、市民参加を取り入れな
がら計画の策定を進める。

保育園の再構築 芦原・中央保育園の統合について、早期の整備に向け、条件整備や設計等の作業を進める。

音楽のまち・こもろ 小中学校の音楽活動を推奨し、作曲コンクールの開催や、新たに定期的なミニコンサートを開催する。

高地トレーニング 多くのトップアスリートを誘致し、スポーツによる観光交流や市民の健康づくりにつなげる。

野良猫の不妊手術 クラウドファンディングを財源とする市の補助制度を立ち上げて実施する。

健康づくり事業
健康づくり協力事業所と連携し、健康習慣の定着を図る。健幸マイレージ事業の拡充や妊娠・出産・
子育てまでの切れ目ない支援を行う。

地域包括ケアシステム 高齢者を支える地域のネットワーク構築のための事業を継続して行う。

小諸アグリシフト
プロジェクト

農産物のブランド化で地域農業の発展に向けた取り組みを継続する。近年需要のあるそば、日本ワ
インの人気の高まりを小諸の魅力と共に発信できる振興策の検討と実践を重点的に取り組む。

森林環境譲与税を活用 所有者が管理不能な森林を、市が適正に管理を行う新たな管理システムの構築をする。

企業立地推進事業
産業団地の確保を進め、サテライトオフィスやテレワークといった新たな企業誘致やジェトロ「地域への
対日直接投資サポートプログラム」の支援を受け外国企業も含めた広い視野による企業誘致を進める。

みんなの夢ＡＷＡＲＤ 第２回みんなの夢ＡＷＡＲＤ in 小諸の開催など、起業に対する支援の取り組みを強化する。

滞在型交流施設開設 戦略的な観光・誘客を行うと共に、旧脇本陣での滞在型交流施設開設に伴う施設の有効活用と指定
管理者による円滑な運営を実現する。

動物園の再整備計画 入園者の増をめざしたハード、ソフトによる懐古園（動物園）の魅力向上の再整備計画を策定する。

公民連携の水道事業 民間活力を活かした第３セクター公民共同企業体の本格始動に向けた事業引継ぎと移行をする。

自主防災組織の組織化 将来的に全ての区で自主的に避難訓練が行えるよう、住民学習会等をサポートし住民の意識高揚を図る。

シティープロモーション 大学などと連携するこもろキャンパス構想やｼﾃｨ ﾌーﾟﾛﾓｰｼｮﾝにより、更なる小諸の魅力、知名度向上を図る。

施政方針
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【平成 31 年度に進める具体的な取組みの一部】


